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記
憶
も
文
字
も
、

風
化
す
る

そ
の
前
に
…
…

後世に伝える
ために･･････

「
今
し
か
、

　
　
で
き
な
い
…
…
」

今
石仏・石造物調査石仏・石造物調査

石仏・石造物調査石仏・石造物調査石仏・石造物調査

特
集

「
文
化
財
と
し
て
の
デ
ー
タ
を
残
す
た
め
」。

そ
の
一
心
で
始
ま
っ
た
石
仏
・
石
造
物
調
査
。

石
仏
・
石
造
物
の
多
く
は
、
地
域
の
習
わ
し
や
信
仰
な
ど
の
よ
り
ど
こ
ろ
。

し
か
し
、
石
に
刻
ま
れ
た
文
字
の
風
化
と
と
も
に
、
そ
の
伝
承
も
風
化
し
つ
つ
あ
る
。

調
査
に
あ
た
る
人
た
ち
は
、

異
口
同
音
に
「
今
し
か
で
き
な
い
」
と
言
う
。

を
掛
け
、
少
量
の
土
を
付
け
る
と
光
の

加
減
や
見
る
角
度
に
よ
っ
て
読
め
る
よ

う
に
な
る
。
刻
ま
れ
て
い
る
漢
字
も
さ

ま
ざ
ま
で
、
梵ぼ
ん

字じ

も
交
じ
り
、
文
字
の

判
読
に
は
て
こ
ず
る
。「
人
の
名
前
の

判
読
は
特
に
む
ず
か
し
い
。
一
苦
労
だ

っ
た
」
と
、
調
査
員
の
土
屋
久
利
さ
ん

（
原
）
は
言
う
。

調
査
は
住
民
と
市
の
協
働
事
業
だ
。

調
査
員
は
、
公
民
館
の
呼
び
掛
け
に
集

ま
っ
た
６０
歳
か
ら
７０
歳
代
の
地
区
住
民

と
立
石
さ
ん
。
調
査
員
は
立
石
さ
ん
か

ら
、
文
字
の
判
読
方
法
や
大
き
さ
の
測

り
方
、
写
真
の
撮
り
方
、
記
録
用
紙
の

書
き
方
な
ど
、
調
査
に
必
要
な
技
法
を

学
び
、
現
地
調
査
と
後
世
に
わ
た
り
貴

重
な
資
料
と
な
る
報
告
書
の
編
集
作
業

を
担
当
す
る
。

文も
ん

書じ
ょ

で
も
埋
蔵
文
化
財
で
も
な
い
石

仏
・
石
造
物
か
ら
、
地
域
の
信
仰
心
や

生
活
の
営
み
な
ど
、
歴
史
の
一
端
を
ひ

も
と
く
こ
と
が
で
き
る
。
地
域
を
愛
す

る
人
々
に
よ
る
地
道
な
活
動
が
、
少
し

ず
つ
実
を
結
ん
で
い
る
。

「
や
れ
、
読
め
た
」。

昭
和
地
区
の
石
仏
・
石
造
物
の
調
査

で
、
立
石
憲
利
さ
ん
（
井
尻
野
。
岡
山

民
俗
学
会
名
誉
理
事
長
）
が
鋭
い
ま
な

ざ
し
か
ら
笑
顔
に
戻
っ
た
瞬
間
だ
。
文

字
の
判
読
は
、
調
査
の
重
要
な
ポ
イ
ン

ト
。
建
立
し
た
年
代
や
寄
進
者
な
ど
を

示
す
文
字
は
、
地
域
の
歴
史
を
知
る
手

掛
か
り
に
な
る
か
ら
だ
。

風
化
が
進
む
文
字
と
向
き
合
う
こ
と

の
連
続
。
文
字
の
判
読
に
は
、
霧
吹
き

と
ブ
ラ
シ
が
欠
か
せ
な
い
。
文
字
に
水




